
中村町内会総会議事録 

１．日 時  令和４年３月 27 日（日）午後 14 時 00 分～16 時 30 分 

 

２．場 所  中中村集会所 

 

３．議 題  令和 3 年度中村町内会総会 

 

４．参加者 令和 3 年度五役：（会長）宮﨑 亘、（副会長）岡田 久、（会計）佐藤 和男、 

（庶務）國本 秀夫、（上中村自治会長）山浦 義一、(中中村自治会長)春山 正樹、 

(下中村自治会長)鈴木 武 

令和 3 年度会計監査役：杉山 裕明、佐藤 勇一 

    各委員会委員：（祭り実行委員会）安斎 恭則、(広報委員会)杉山 利昌、 

(組織等検討委員会)佐佐木 昌幸、(防災委員会)安達 恒三 

 令和 4 年度五役：(会長)江口 宏次、(副会長)引地 秀人、(会計)藤原 康弘、 

(庶務)富塚 健作、（上中村自治会長）松永 勝次、（中中村自治会長）長尾 昭男、 

（下中村自治会長）森田 博 

 

５．議事次第 

１：会長挨拶  コロナ感染状況も改善傾向に向かっていますが、まだ様子が分からない状況であり、 

  安全のため、参加者を新旧役員並びに各種委員会委員長に限定した形で開催させてい 

ただきます。皆さんの忌憚のないご意見を頂き、総会としたいと思います。 

 

２：資料説明  庶務より本日の配布資料内容を説明。 

 

３：議事進行  司会により、議長の選出を出席会員に諮ったところ、司会一任の発言により、 

令和２年度町内会長の安斎 恭則を議長に指名した。 

議長安斎 恭則は、書記及び議事録署名者の選出を諮ったところ、議長一任の発言が 

あり、書記に國本秀夫、議事録署名者に岡田 久、佐藤 和男を指名したうえで議事に 

入った。 

 

１）1 号議案 活動報告 

総会資料に基づき令和３年度の事業内容の報告を各担当により行った。 

（1）令和３年度 事業報告：(会長)宮﨑 

（2）各委員会報告：各委員長 

（まつり実行委員会、広報委員会、組織等検討委員会、防災委員会） 

（3）令和３年度 決算報告：(会計)佐藤 

（4）令和３年度 会計監査報告：(会計監査員)杉山、佐藤 

        以上報告に対すして以下の質疑があった。 

 ・質疑 資料 10 ページ 中村町内会一般会計支出の部福祉関係費の内訳を知りたい。 

（敬称略） 



    回答 社会福祉協議会、赤い羽根募金、歳末募金、赤十字の 4 か所に支出した。 

・修正提案 資料５ページ 中中村自治会の掲示板数は３が正しい。 

       → 各自修正。 

   ・修正提案 資料 10 ページ 中村町内会一般会計支出の部 10 行目の科目名は 

         「組織等検討委員会」が正しい。 

          → 次年度の会計報告から訂正とする。 

    

質疑は以上であり、挙手を求めて上記原案に対する採決を行ったところ、全員賛成で 

あったので、議案は原案どおり可決された。 

 

２）2 号議案 活動方針 

       総会資料に基づき次年度活動方針の報告を各担当により行った。 

（1）令和４年度 事業計画（案）：(会長)宮﨑 

（2）令和４年度 予算（案）：（会計）佐藤 

 

以上報告に対して以下の質疑があった。 

   ・質疑 中村町内会一般会計支出の上部団体関係費で 30 万円計上されているが、事業 

費全体（約 180 万円）の中での比重が大きすぎると思われる。一区連合、小山 

連合との関係性はどういうものか、そしてその関係はこの支出に見合うものな 

のか知りたい。 

    回答 一区連合は、上馬場、下馬場、中村、沼、沼団地の各町内会との連携で、御嶽 

       神社の共同運営や、防災訓練などの各種の共同事業、催事の調整を行っている。 

小山連合は、小山町全体の町内会が所属しており、町田市長を交えた市政懇談 

会開催の受け皿になっている他、近年コロナ禍で開催されていいないが、ふれ 

あいウォーキングなどを共同で開催している。令和 3 年度はふれあいウォーキ 

ングが実施されなかったので、その費用は上部団体費から削減されている。 

上部団体との関係性については町内会長経験者で検討会を開いている。 

現在、市に対し、小山連合として中村町内会管内での通学路白線設置を要望し 

ている経緯から、加入に関する審議は継続し、白線設置の事業を終えてから対 

応することとなる。 

   ・質疑 次年度予算案の比較資料として、前年度予算が記載されているが、これは前年 

       度実績を記載すべきではないか。 

    回答 例年の形式を踏襲している。特に今年度はコロナ禍から予算執行できなか 

    った事業があり、今後の運営を考えた場合、事業実施を前提とした金額を記録 

       に残すべく、予算の金額を前年度参考金額としている。 

      ・報告 防災委員会として予算計上しているが、次年度の実情に合わせて委員会で議論 

の上執行する予算を執行する。 

 

質疑は以上であり、挙手を求めて上記原案に対する採決を行ったところ、全員賛成で 

あったので、議案は原案どおり可決された。 



 

３）町内会新役員の紹介と承認：議長 

       総会資料に基づき次年度町内会新役員の紹介が行われた。 

 

拍手を持って上記原案に対する採決を行ったところ、全員賛成であったので、次年度 

町内会新役員は原案どおり承認された。 

 

 

以上をもって、本総会の議案全部を終了。司会により、議長および書記の解任が行わ 

れた。 

 

 

 

上記の議事の経過の要領及びその結果を明確にするため、議事録を作成し、議長、会長及び指名 

された議事録署名者がこれに署名する。 

 

 

 

 

令和４年３月 27 日 

         議 長   安斎 恭則    

         会 長   宮﨑 亘     

         議事録署名者  岡田 久   

         議事録署名者  佐藤 和男   


